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Doxycyclineに 関 す る 研 究

前田克孝 後藤 晋 ・福井 章 川上保雄

昭和大学医学部第一内科

1.緒 言

DoxycyclineはOxytetracyclineのhydrogenation

によ り新 しく合成 された広域抗生物質1)で,従 来 のTC

系抗生物質 と比較 して1日1回100～200mgの 少量投

与で有効で あり,且 つ経 ロ投与 で吸収率が高 く,長 時間

有効 血中濃 度を維持す るとされ てい る。また その抗菌作

用 は広域性 で,invitroに 於 いて グ ラム陽性お よび陰性

菌 に有効 とされ てい る。今回我 々はDoxycyclineに 関

し,そ の血 中濃 度,尿 中排泄率,諸 種感 染症に対す る臨床

、効果な どの点 につ き検討す る機会 を得 たので報 告す る。

II.検 討 方 法

1)血 中濃 度な らびに尿 中排 浬率

成人男子3名 にDoxycycline100mgを 経 自投与 し,

血 中濃度 は30分,3時 間,12時 間,24時 間の各時期 に採

血 分離 して得 た血清 を,ま た尿中濃度 は投与 後3時 間,

12時 間,24時 間毎 に蓄 尿 し,そ の一 部を もつて測定 に

供 した。 他のTq系 抗生物質 と比較す るために,同 一

の3名 につい てDoxycycline投 与後5日 目に塩 酸テ ト

ラサイ ク リン100mgを 経 口投与 し,Doxycyclineの 場

合 と同様 に経時 的に採血,採 尿 し測定 を行 なつた。 測定

方 法は鳥居 ・川上 によ る重層法2)を 使用 し,検 定菌には

溶血性連鎖状球菌CoOK株 を用いて行 なつ た。

2)臨 床効果

気 管支喘息 に気管支 炎,気 管支肺炎,咽 頭 炎な どの感

染症 を合併 した症例17例 について行 な つ た。Doxycy-

cline投 与前 に これ ら17例 につ いて喀疾 あるいは咽頭培

養,赤 沈値,白 血球 数,自 覚症 状な どの点 について検討

を加えてお き,1日100～200mgを,最 短5日 か ら最

長22日 間経 ロ投与 し,投 与 後の 自覚症状 な らびに諸種検

査 成績 の改善の有無 を もつて効果の判定 を行 なつ た。

II1・ 実 験 成 績

1)血 中濃度 お よび尿 中排 泄率

Doxycycline100mg経 ロ投与 後の各 時期におけ る血

中濃度 は下記 の如 くで あつ た。投与 後30分 では測定不

能,3時 間で1.Omcg!m1,12時 間で0.7mcg/ml,24

時間 ではO.3mcg/mlと な り投与 後3時 間で最高濃度に

達 した。 また塩酸 テ トラサ イ ク リン100mg投 与 の場合

では30分 値 はや は り測定不能,3時 間値 で0.92mcg/

ml,12時 間値0.54mcglml,24時 間で は0.09mcglm1

で あつた。一方尿 中排泄率 は,Doxycyclineの 場合,投

与後3時 間蓄尿で166.4mcg,12時 間で は2711mcg,

24時 間で7214mcg,と な り24時 間総排泄 量9091.4mcg

で1日 排泄率 は9.09%で あ る。 塩酸 テ トラサイ クリ

ンで は,3時 間蓄尿473mcg,12時 間蓄尿3617mcg,

24時 間蓄尿9722mcgを 示 し,24時 間総排泄量 は13812

mcg,1日 排浬 率13.8%を 示 した。

2)臨 床成績

前述 の判 定基準 に従 がつて,投 与例17例 につ いて効果

の判定 を行なつ たが,そ の結果,著 効4例,有 効6例,

やや有効3例,無 効4例 で あつた。有効 であつた13例

につ いて,そ の起炎菌 につ いてみ ると,黄 ブ菌5例,肺

炎双球菌3例,溶 連菌4例,HemoPhilus属1例 であ

り,無 効例 ではHemoPhiltt.s属2例,Klebsiella,不 明

各1例 ずつで あつた。

副作用 の点 に関 して は,2例 に軽度の悪心 を 認 め た

が,治 療 の継続 が困難 な程の ものではな かつ た。

IV.考 按

1)血 中濃 度および尿中排 泄

血中濃度 の点では塩酸 テ トラサ イク リン と較 べ て,

D◎xycyclineの 方 が,12時 間値,24時 間値 が高値 を示

し,有 効血 中濃度の保持 とい う点です ぐれてい るよ うに

思われ る。 また尿 中排浬の点 では,各 時 間内の排泄量は

Doxycyclineの 方が塩 酸テ トラサイ ク リンよ り低 い値 を

示 した。 これ は塩 酸テ トラサ イ ク リンよりDoxycycline

の方が尿細管 におけ る再 吸収 が大であ る3)事 を示す もの

と思われ,従 がつて腎実質中 の抗 生物質濃度 を増大させ

る とい う点で有利 な特性 と思われ る。

2)臨 床成績

DoxycyclinelH100mg1回 投 与例17例 中,著 効,
ノ

有効,や や有効例を合計 す ると13例 とな り,有 効率76、4

%と なる。 有効例を起 炎菌 別にみ ると13例 中12例 が グ

ラム陽性 菌で あつ た。 グラム陰性菌 に関 しては,ヘ モフ
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イルス属の ものが1例 だけやや症 状の改善 を認 めたのみ

で,他 の菌Klebsiellaな どに よるもので は無 効であつ

た。

V.結 語

1)成 人男 子3名 にDoxycycline100mgお よび塩 酸

テ トラサ イク リン100mgを 各 々crossoverで 投与 し,

血中濃度 および尿 中排泄率 に関 して比較検討 した。

2)気 管支喘息 に上気道感染症 を合併す る症例17例

にDoxycyclineを100mg1日1回 経 口投与 し,治 療

効果お よび副作用の点 に関 して検討 した。
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 1) Absorption and urinary excretion of doxycycline were studied after administration of 100 mg 

of doxycycline were administered to 3 human adults. Mean plasma level reached to 1.0  mcg/ml after 
3 hours then it decreased gradually, and about 9  % of the administered drug excreted in urine within 

24 hours. 

 2) Seventeen cases of bronchial asthma complicated with respiratory tract infections were treated 
with doxycycline, and the results were obtained as  follows  ; excellent 4 cases, good 6 cases, fair 3 

cases, poor 4 cases, and the effective ratio was 76.4 %.




